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〔フロンティ ア腹業経済研究 第16巻第1号 2012.2) 摘する。

続く 、 I では、 北海道におけるGTの特徴につ

評

長尾正克編著

『グリーン ・ ツーリズム 北海道からの発信』

（筑波書房、 2011年、 186頁）

千葉大学大学院 大江 靖雄

グ リ ーン ・ ツ ー リ ズム（以下、 GT)という言葉

が我が国で使われ る ように なっ て、 すでに20年

近くが経過している。 90年代初期、 評者がGTを

研究テーマ に していると述べると、 同僚から鼻で

笑われた記憶がある。 当時GTは、 漿業研究の専

門家からは、 キ ワ モ ノ と し て の認識しか持たれて

いなかった。 その頃からすると、 現在ではその活

動も広がり知名度も格段に高く なってきており、

隔世の感がある。 自 治 体 レペルでの取り組みの歴

史をみると、 当時の北海道では「フ ァ ームイン」

の海外調査などが行われ、 府県レペルでは、 先駆

的な取り組みが行われていた。 実際の取り組みに

おいても、 道東地域で晨家に よる G T 活動が80

年代後半から始まり、 全国的にも早い時期からの

活動が開始された地域ということができる。 し か

し 、 その後、 北海道では散発的に 研究が行われる

程度で、 本格的なまとまった調査研究は行われて

こなかったといえる 。 その意味では、 北海道の
GTの現段階を明らかに し た点で、 本書の意義は
大きいといえる 。 内容について批評 を加える前
に、 まずその内容を簡単に紹介しておこう。

本書は、 全体で6章から構成されており、 供給

サイ ドおよび地域政策主体の観点からの ア プロー
チがされている 。 序では、 GTの 日 本における成
立経過と特徴を簡単に レ ビ ュ ー した後、 コ ミ ュニ

ティ ・ ビジネスの観点から、 GTをとらえると指

いて、 1990年からはじまる展開過程がまとめら
れている。 北海道農政部が中心であった初期の頃

から、 GTを観光の一 環として位置づけ経済部へ

と所管が変更されたものの、 農村振興の一 環とし
て か、 観光として扱うのか、 政策担当主体が未だ
に 明確にされていないと述べる 。 そ し て、 事例分

析の対象として、 修学旅行生を受け入れている地

域区分として、 丘陵 • 畑作地帯、 水田地帯、 酪農

地帯の地域組織を中心に取り上げることが述べら

れる。 地帯区分は、 北海道で一般的な殷業地帯区
分に従っている。

JI 以降 は、 各論になり、 地帯別の事例分析が行
われる 。 JI では、 丘陵 • 畑作地帯に区分される十
勝地域、 宮良野、 美瑛の取り組みが収録され、 最

も多くの紙幅が割り当てられている 。 十勝地域

は、 北海道のGTの揺藍の 地ともいえる の で、 他

の地帯区分と比べて多くのペー ジが割かれ る の は

納得できる 。 皿 では、 水田地帯の空知地域、 深
川、 長沼の取り組みが紹介されている。 IVでは、

酪農地帯の別海および根室での展開事例がまとめ

られている。 最後に 、 Vでは、 以上の事例分析を

踏まえて、 地帯区分に即 し て類型化を行い、 今後

の北海道におけるGTの方向性に ついて展望 し て

いる。 以下、 各章ごとにみてみよう。

JI の丘陵 ・ 畑作地帯の事例で、 最初に取り上げ
られるのは、 GT先進地の十勝地域である。 北海
道におけるGTの創成期を切り開いてきた鹿追町
フ ァ ームイン研究会から発展した北海道ツー リ ズ

ム協会と、 道内各活動主体が結合 し た北海道GT

ネ ッ トワ ー ク の結成に至る経過がまとめられてい

る が、 同 ネ ッ ト ワ ーク 自 体 は停滞状況にあると述
べて、 財政的な事桁から事務局体制の補強が課題
となっていることが指摘される。 活動主体の事例
と し て、 道内の先駆的事例である鹿追の フ ァ ーム

イ ンと、 新得の緬羊飼育 と レ ス ト ラ ン 及び宿泊
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サーピスを提供する個 別経営内容が紹介され、 本

円でもっとも経営調査らしさが現れている箇所と

いえる。 次いで富良野の修学旅行体験ツアーの事
例、 お よび美瑛のペン シ ョ ングルー ブが取 り 上げ

られ、 農業部門 との連携上の課題などが指摘され

る。

皿 で は、 道央水田地帯の空知地域において、 空

知支庁主導による修学旅行生の受け入れネ ッ ト

ワーク化がすすめられている活動状況が取 り 上げ

られ、 既存の農協や普及組織との連携の課題が指

摘される。 次に、 その地域ネ ッ ト ワ ーク 組紐の一

只である深川を中心とする農業体験受け入れ活動

が紹介され、 需要拡大に対応 し た受け入れ農家数

の増加などの課題が述ぺられる。 最後に、 長沼町

主導によるGT特区の指定に始まるGT協議会の

括動状況が紹介され、 初期段階における行政主導

の意義を指摘する。 他方で、 一般客入れ入れ体制

の整備が課題であるこ と も 指摘されている。

W で は、 追東酪漿地帯の事例 と して、 別海町

GTネ ッ トワ ーク が取 り 上げられ、 農業者、 観光

業者、 役場、 高校、 普及所等の幅広く地元からの

参加による受け入れ体制があ り 、 旅行業者との交

渉を行うなどし て農業体験の修学旅行を受け入れ

ている現状が紹介される。 さらに、 同ネ ッ トワ ー

ク の リ ーダーである酪股家の活動が紹介され、 事

務局と生徒の受け入れの並行作業が過重となって

いる現状から、 役場や農業 の よ り 稜極的な関与支

援が課題 と し ている。 そ し て、 最後の事例 と し

て、 根室の酪嬰家集団によるフ ッ トバス創設によ

る交流活動が紹介され、 フ ッ ト バ ス コ ース 自体で

は大きな収入を期待できないため、 各牧場での直

売 と の 組み合わせも必要と指摘する。 今後の課題

と し て、 地域連携や、 農協の製産物販売面での協

カ体制の整価などが挙げられる。

Vでは、 以上の考索を踏 ま え て、 地帯区分ごと

の類型化が以下のよう に行われる． すなわち 、 丘

陵 • 畑作地帯は観光タ イ ブ、 水田地帯は食股教育

タ イ ブ、 そ し て酪農地帯は牧場タイ ブと して区分

され、 北海道のGTの方向性と して、 3つ の タ イ

ブでは食晨教育タイ ブで教脊効果が大きい と し

て、 一般観光客よ り も食農教育と結びついた方向

性を支持 している。 最後に、 地域の行政や股協な

どの支援体制の強化が必要と総括し ている。 編者

は、 一般観光は国内の賃金水準の低迷などで盤要

が減少するため、 修学旅行に需要増加の活路を見

出そうとしており 、 観光タイ ブも食股教育を組み

合わせるべきと主張する。 食農体験の組み合わせ

は、 国内ではすでに多 く の論者が以前から指摘し

てお り 、 この点で目新しさは感じられない。

以上みてきたよ う に、 GTの道内における地域

組織を取 り 上げて、 その現状と課題を明らかにし

た点に、 本占の特徴と意義がある。 この点で、 編

者らの労を多 と したい。 以下では、 読後の コ メ ン

ト を、 いくつか述べておきたい。

ま ず、 編者は、 一般観光とGTを峻別すぺきと

する立場をとるが、 両者は地域では相互補完的で

はないの か ？ すぺてが、 一律に食農教育タイ ブに

シ フ トす る こ と が本当 に必要なのか疑問を禁じ得

ない。 なぜなら、 イ ンバウンド儒要が こ こ で は考

慮されていないが、 すでに東アジアからの観光客

は、 道東酪隣地帯も訪れるよう になっている。 そ

こでは、 周遊型の一つの訪問先と して食股体験が

あ り 、 一般観光地への訪問がある。 つ ま り 、 地域

で補完的にさまざまなツ ー リ ズム 活動を組み合わ

せた周遊型のツア ー の開発も必要であろう 。

次に、 GTの事例調査は、 比較的簡単に実施す

る こ と ができる。 し か し、 殿村ツ ー リ ズム 研究の

本当の難しさは、 フ レー ム ワ ー ク を作 り ながら実

証分析を行う必要がある点にあると評者は考えて

いる。 こ の観点から本由を評価すると、 晋這化さ

れたフ レー ム ワ ー ク の提示という点で、 正直物足

り なさを感じざるを得ない。

編者らは店業経営研究者であるが、 事例の紹介

のみに力点が問かれ経営的な視点が余 り みられな
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いのはなぜであ ろ う か ？ この点は、 読者として物

足 り な さ を 感 じ る 点 で あ る。 それは、 コ ミ ュ ニ

テ ィ ・ ピ ジ ネス と い う 視点 に よ る た め であ ろ う

か ？ し か し 、 筆者も述べ て い る よ う に採算性を無

視しては、 成立し得ないのである 。 従来の農業生

産のみを対象 と し た経営分析か ら 、 新たな観点を

導 入 し た 経営分析の枠組みを提示 し て ほ し か っ

た。

評者の立場か ら み る と 、 日 本のGTの発展は西

欧に比ぺてその速度が遅いのは、 制度的な制約は

も ち ろ んであるが、 経営政策がな い こ と に よ る部

分が大きいと考えている。 農業経営活動と して、

と ら える観点が今後決定的な重要性を持つと考え

る。

関連して、 参考文献が最後にわずか 4 点挙げら

れ て い る の み で 、 レ ビ ュ ー が な さ れて い な い 点

は、 研究書 と しては重要な部分を欠いて い る と い

える 。 つ ま り 、 すで に過去20年 間 に わ た る 我 が

国のGTの研究成果や 動 向 を 踏 ま え て、 本むを ど

のよ う に位置付けて貢献を し よ う と し て い る のか

を、 冒頭で明 ら か に し て ほ し か っ た 。 そ の 意 味

で、 本芯は研究書と い う よ り も 、 調査芯 と しての

位窟づけの方がよ り ふ さ わ し い と いえ る。

その背景の一つには、 農業研究で伝統的に み ら

れる北海道特殊論が、 こ こで も暗黙的に前提 と さ

れているためではないかと考えられる。 少なく と

もGTの研究においては、 そ ろ そ ろ 、 北海道の研

究者も北海道特殊論か ら脱却していただきたい。

GT活動は、 も ち ろ ん地域の特性を踏まえた活動

による多様性はあっ て も、 直面する課題は共通点

が少な く な い。 北海道か ら 全国、 そ し て世界の

GTへの発展に向けた提起 を し て も 良 い時期に き

ている と い え る。 そ う した、 普遍性 を 目 指 し た先

導的な研究成果を北海道 か ら 期 待 し た い。

第3に、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピジネス に 関 連 し て、

地域組織は、 評者が フ ィ ー ル ド と する千葉県をは

じめ府県では、 一般市民がGTに関与するケース

が増えてきている。 そ う し た地域住民の参加によ

る地域組織についても 、 今後よ り 議論が深 め ら れ

る必要がある。

第4に、 本書で想定するGTの市場は、 修学旅

行の市場を主に対象 と している。 つ ま り 、 扱的な

観光客の集客の段階に あ る こ とが暗黙の前提とさ

れ、 サー ビスの質の議論はなされていない。 修学

旅行は、 受け入れ数を増やす こ と がで き る 点、 ま

た毎年安定した需要が確保できる点で、 各地で誘

致競争が激 し く な っ てきている。 し か し、 短所も

ある点は認識 し て お く 必要がある。 一つは、 修学

旅行は、 所詮マスツ ー リ ズム で あ る こ とである。

評者は、 マ ス ツ ー リ ズム を 一概に否定す る も ので

はない。 日 帰 り 中心 と な ら ざるを得ない我が国の

GTの展開 に と っ て、 重要なマ ーケ ッ ト で あ る こ

と は 間 違 い な い 。 し か し 、 他方でGTは、 ク オ リ

テ ィ 指向のニ ッ チ ・ マ ー ケ ッ ト で あ る 点 も、 GT

本来の在 り 方 と の関連で忘れてはいけないと考え

る。 つ ま り 、 修学旅行は、 ク オ リ テ ィ マー ケ ッ ト

で は な い と い う 点で あ る 。 し た が っ て、 エ ン ト

リ ーモデル と しての有効性は評価 し つ つ も 、 品質

向上への努力を継続す る た め に も、 一般社会人消

費者の市場へ 目 を 向 ける こ と を忘れては な ら な い

と考える。

紙面が尽きたので、 ま と め よ う 。 本書は、 北海

道のG T の事例を、 地域運営の組織 と い う コ ミ ュ

ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス と食牒体験サ ー ビス の観点か

ら 、 ま と めた点に特徴がある 。 我が国のGTは、

その発足か ら 20年が経ち 、 事例分析 か ら 脱 し た

分析フ レ ー ム ワ ー ク の構築が求め られている 。 本

魯を契機 と して、 今後、 北海道か ら 、 道内のみの

議論ではなく 、 広 く 我が国のGT研究に貢献する

骨太な研究が発信 さ れる こ と を期待したい。
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